
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 社会福祉法人 
端山園 代表者 山内幸雄 

  
法人・ 
事業所 
の特徴 

豊國神社の境内の一角に位置し、自然に囲まれた閑静な環境となっている。「住み慣れ

た地域で、いつまでも‘ありたい自分’で暮らしていける」ことを目指し日常の支援

を行っている。 
事業所名 地域密着型ケアセン

ターいまくまの 管理者 加賀爪亮多郎 
 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団

体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 
 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結

果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価

の 
確認 

具体的な改善計画をもとに、引き

続きカンファレンス等を通じて、

活動を確認し、スタッフ一同取り

組んでいく。 

困難事例の初期支援において、他

機関と協力しながら取り組み、ス

ムーズにサービスを導入するこ

とができている。ご利用者等の心

身状況の変化に対して、カンファ

レンス等を通じて、情報の共有及

び柔軟にサービスを変更提供し、

日常生活を支援することができ

ている。 

コロナの中でできることも限り

があると思いますが、今できるこ

とを着実に実行されていると考

えます。適切に改善計画が立てら

れていると感じる。 
スタッフ間のコミュニケーショ

ンを密にする取り組みをされて

おり、それが気づきや 
次のアクションにつながってい

ると思います。丁寧に自己評価さ

れていたと感じる。 

各テーマの改善計画をもとに、ミ

ーティング等を通じて、活動を確

認し、スタッフ一同取り組んでい

く。 
 

Ｂ．事業所の 
しつらえ・環境 

コロナウイルスの感染対策を取

り組んでいく。 
事業所内でできる範囲のイベン

トや季節折々の飾り付けをご利

用者とともに取り組み、季節感が

味わえるようにする。 

事業所内で季節行事や食事イベ

ントを定期的に催している。季節

に応じた貼り絵を作成して頂い

ている。感染対策を継続してお

り、感染拡大なく、事業運営を行

うができている。 

ズームにて飾り付けの先生を招

くなど、コロナでもできる交流を

推進されてはいかがでしょうか 
穏やかな雰囲気で施設内に入り

やすいと感じる 
二度お伺いしましたが、どちらも

きれいな空間作りがなされてい

たと思います。今後も環境整備の

取り組みを進めてください。 
季節を感じられるようなしつら

えや催し、行事食をご用意されて

引き続きコロナウイルスの感染

対策を取り組んでいく。 
ご利用者と共に季節折々の飾り

付けを行い、季節感が味わえる

ようにする。 
環境整備を継続し、居心地の

いい空間を作る。 



いるのでご利用者の方も喜んで

いらっしゃると思います。 
特に問題なし 

Ｃ．事業所と地域の 
かかわり 

地域資源の活用連携を図り、ご利

用者のケースにあたる。ズーム体

操の参加継続。 
昨年活動した雑巾づくりの活動

を広げる。 

ズームにて、小松谷児童館と交流

する機会を設けることができる。

ご利用者に作成して頂いた雑巾

をなづな学園・東山支援学校・か

らしだね事業所に寄付を行うこ

とができた。地域の方々と連携を

図りながら、独居の方々の見守り

等の支援を行うことができてい

る。 

しつらえや環境のところの意見

は一緒です。 
コロナ渦で地域との関わりが薄

くなってしまっているが、ズーム

の活用・作品や雑巾を通じたつな

がり作りは素晴らしいと感じる。 
コロナ渦の影響により、参加が難

しかったと思います。 
地域の役員の方には、知名度が上

がってきたと存じます。いつも挨

拶をきちんとして下さっていま

す。 
事業所の周知に改善点は見られ

る。特に問題なし 
 

引き続き、地域資源の活用連携

を図り、ご利用者のケースにあ

たる。 
ご利用者と共に、創作作品を作

成し、他事業所へ展示活動を行

う。 
ご利用者と共に、雑巾を作成

し、他事業所への寄付活動を行

う。 
 

Ｄ．地域に出向いて 
本人の暮らしを 
支える取組み 

個人の希望に沿った個別ケアや

ズーム体操など、引き続き継続し

て取り組んでいく。ご利用者の雑

巾づくり活動を広げ、社会貢献を

担う機会を増やす。 

ご利用者に作成して頂いた季節

に応じた貼り絵の作品をなづな

カフェややすらぎカフェに展示

して頂いている。ご利用者の雑巾

づくり活動が広がり、寄付先が増

えている。ご利用者の必要な生活

の事柄は地域の資源を活用して

いる。 

個別ケースで地域の方とつなが

りを深められる場合、お声かけ下

さい。 
修道お買い物便にご参加いただ

くなど、今ある社会資源に活用し

てはいかがでしょうか 
ズーム体操へご利用者に毎週参

加して頂けて雰囲気が明るくな

るように感じます。 
今後も引き続きご協力いただけ

ると助かります。 
ズーム体操はよい取り組みかと

思います。雑巾づくりでは寄付の

場面で利用者の方に同行頂ける

ご利用者と共に、創作作品を作

成し、他事業所へ展示活動を行

う。 
ご利用者と共に、雑巾を作成

し、他事業所への寄付活動を行

う。 
コロナ前の外出活動ができる

か、感染対策と共に検討する。 
 



と達成感がより増して、今後につ

ながると思います。 
コロナ渦により、制限があるた

め、思うようにやりたいことがで

きないのでもどかしく感じた。 
 

Ｅ．運営推進会議を 
活かした取組み 

運営推進会議を通じて、困難ケー

スへの取り組みや地域の活動状

況・ニーズを把握し、活動参加を

通じて、地域へ貢献する。 

運営推進会議や東山区で開催さ

れる会議への参加を通じて、他事

業所とつながりを持つことがで

き、活動の幅が広がっている。困

難なケースに対しても、初期支援

等、介入がスムーズに行えてい

る。 

具体的かつ着実な目標を立てて、

いらっしゃると思います。また実

現に向けて、きめ細かな取り組み

をされています。運営推進会議で

は出席者全員から意見を求め、情

報交換が行われていたと感じる 
コロナ渦の時は、ズームの活用も

今後検討されていると思います。 
 

引き続き運営推進会議を通じて、

困難ケースへの取り組みや地域

の活動状況・ニーズを把握し、活

動参加を通じて、地域へ貢献す

る。 

Ｆ．事業所の 
防災・災害対策 

感染状況を踏まえながら、引き続

き防災訓練等の活動を行う。 
防災訓練及び自然災害の訓練を

行うことができている。今年度中

に AED の訓練も行う予定。 

積極的に防災訓練を企画してい

て良いと感じる 
ご利用者の方と職員の皆さまの

安全を第一に BCP に取り組んで

ください。 
コロナ渦でご利用者が地域の防

災訓練に参加することは難しく

なっているが、早く元の 
状態に戻ればよいと感じる 
 

外部の方にも防災訓練に参加し

ていただけないか、引き続き案

内を出す。 
防災訓練及び BCP のシュミレー

ション訓練を実施する 
 

 


